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はじめに
本稿は、フローベール『ポヴァリー夫人』の日本語訳の中で、言語的には誤ってはいな
いが、大半の翻訳者がおそらく作家の意図とは異なった解釈をしていると思われる部分２
個所について、日本語訳、他国語の翻訳、フローベールの草稿を検討し論じたものである。
前半は、以前に書いたフローベール『ボヴァリー夫人ｊの日本語訳における間接話法につ
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いての小論’の中でほんの余談的に触れた問題を、その特集号の編集者との議論も踏まえ
て、改めて再論したものであり、後半は同種の解釈上・翻訳上の問題がある別の部分につ
いて論じたものである。
『ポヴアリー夫人』の日本語訳は、１９９７年までに１２人の翻訳者による５６版の翻訳があ
る。Z到底すべての版を入手することはできないので、同じ翻訳者のものは、改訂して全集
に入れたり別の出版社から出版したりというもので大差はないと考え、入手できた以下の
８人の日本語翻訳に加えて英訳とドイツ語訳ひとつずつを検討した。］
中村星湖訳『世界文学全集20』１９２７年、新潮社［1920］
伊吹武彦訳、岩波書店、1939,1960改版、岩波文庫、上下巻［1935］
村上菊一郎訳、角川書店、1966年、角)||文庫［1949］
生島遼一訳、新潮社、１９６５年、新潮文庫［1958］
山田欝訳、河井出書房新社、２００９年、河出文庫（初版：中央公論社「世界の文学１５｣）
［1965］
杉捷夫訳『筑摩世界文学大系４５』筑摩書房、１９７１年
菅野昭正訳『集英社ギャラリー世界の文学７フランスⅡｊ集英社、１９９０年［1976］
芳川泰久訳、新潮社、新潮文庫、Ｚ０Ｉ５年
GustaveFIaubertMJ血加eBovary，translatedbyE1eanorMarx-Aveli､９，introductionbyGeorge
Saintsbury､<《Everyman，sLibrary》》,Dent,London,１９６６[1928］
OustaveFIaubertMJcﾉﾋJ"ｌｅＢｏｌ'αひ'，Ｓｊｒ/e〃/〃ｃ/ｂｒＰ'りり'/"z，Herausgegebenundneuijbersetztvon
ElisabethEdl,DTMMdnchen,２０１２
Ｌエンマの沈黙
最初の例は、第２部第８章、有名な農業共進会の場面である。ボヴァリー夫人とロドル
フは二人きりで村役場の二階に陣取って、広場で行われている演説や表彰式を見物してい
る。二人が会うのは二度目で、ロドルフはこの機会にエンマを誘惑しようと考えている。
ロドルフがエンマにささやく愛の言葉と、演壇上の演説や表彰式の声と、広場の群衆や家
畜のざわめきが多層的に交錯している。少し長いが、フランス語原文と生島訳を引用しよ
７ｏ
－Tant6t,parexemple,quandjesuisvenuchezvous…
、
《《AMBizet,deOuincampoix.》》
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－Savaisjequejevousaccolnpagnerais？
《《SoixanteetdixfiPancs！》》
－Centfbismemej，aivoulupartir,etjevousaisuivie,jesuisrest6J、
《<Fumier.》》
－Commejeresteraiscesoir,demainJesautresjours,toutemavie1
《《AMCaron,ｄ，Arguil,unem6dailled，ｏｒ！》》
－Carjamaisjen，aitrouv6danslasoci6t6depersonneuncharmeaussicomplet
、
<《ＡＭ・Ｂａin,deOivry-Saint-Martin！》》
－Aussimoi,j，emporteraivotresouvenir．
《《Pourunb61ierm6rinos…>》
Ｍａｉｓｖｏｕｓｍ,oublierez ２９ auraipassecommeuneombre「
《(AMBelot,ｄｅＮｏｔｒｅ－Ｄａｍｅ…)》
－Ｏｈ１ｎｏｎ,、，est-cepas,jeseraiquelquechosedansvotrepe､see,dansvotrevie?４
｢たとえば、さっき私がお宅へ行ったとき…」
《キャンカンポワ村、ビゼー君に賞として贈られる》
｢私はこうしてあなたのお供をするなどとは思っていませんでした」
《七十フラン！》
｢百度も私はもう帰ろうと思ったのです。でも、あなたのあとを追って、|白 `思ったのです。でも、あなたのあとを追って、おそばにい
ることにしたのです」
《肥料》
｢そして今夜も、明日もほかの日も、ずっと一生おそばにいるつもり」
《アルグイユ村、カロン君に、金牌一筒！》
｢だっていままでだれといっしょにいてもこれほど完全なよろこびを感じたことはな
いのですから」
《ジヴリー・サン・マルタン村、バン君！》
｢だから私はあなたの思い出をいつまでも心にもって行くつもりです」
《メリノ羊一頭にたいし…》
｢でもあなたはお忘れになりますわ。あたしなど影のように過ぎてしまいます」
《ノートル・ダム村、プロ君に…》
｢けっして。ね、私だって、あなたのお心のなか、あなたの生活のなかでなにかにな
れないでしょうか？」（生島ppl8Z-l84）
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(《…》で囲まれている部分）多少読みにくいが、表彰式の言葉が間に挟まれているので
特に不自然な感じは受けない。 ロドルフの大袈裟な口説き文句に対してエンマが慎ましく、
を期待して、謙遜する。ロドルフは定石通り、それを否定しあるいは相手が否定すること
生島以外も大方の日本語翻訳者が、てみせる。下線を引いた部分は、
て女言葉で訳している。sこの言
遜にせよ、礼儀上の形式にせよ、
エンマのセリフとし
こういう状況にある女』性のものとして、 心からの謙葉は、
媚態の－種にせよ、 きわめて自然に思われるｃ 実際ロド
ルフは関係を持った後でエンマを捨てる心づもりでいるし、 小説の後半では、ロドルフは
現にエンマのことをあっさり忘れるのである。 こういう先見の明は世間知らずそれとも、
の若妻としては不自然だろうか（ だがエンマは結構な読書家という設定だから、 経験がな
〈てもこの程度のセリフは口にするだろうか…。
前述の『ポヴァリー夫人」
法の印として、男言葉．。
の自由間接話法の日本語訳についての小論で、 日本語の直接
話 男言葉・女言葉に触れ、この部分を 日本の翻訳者の多くが女言葉で訳し
ているが、「どちらかというと」
から当然」ロドルフである、と
訳」特集号の編集をしていたロ
ロドルフの言葉のように思える、 と書いたところ、「文脈
-の「フローベールと翻書き直すよう提案された。 そこでその
ヴァンデル氏と電子メールでの議論になっ 彼に
ロド
イク． たｃ
統計を取ったわけではないが、フランス人ならおそらく９５％の人が、よると、 うぐ９５％の人が、これは
ういう立場の人妻が、誘惑者
言う。「文化的コンテクスト」
しかしそれならば、１９世紀の
ルフの言葉だと考えるだろう、 文化的コンテクストから、こういう
の言葉に沈黙か拒絶以外で答えると! 』うことはあり得ない、と言うｃ
と言われれば、 文化を異にする我々は沈黙するしかないが、
フランス女性は現代のフランス女』性とは違ってこう いう応対をした、という例がいくつか
見つかれば、この論拠はくずれることになる。
身近なフ エンマの言葉ならば、「いいえ」（Maisnon,etc.）ランス人に尋ねてみたところ、
もう一つ要素が必要だ、と言う人、 エンマの言葉と解釈できないこともないが、など、 弄
うするとエンマはロ
そ
ドルフの誘惑を受け入れたことになる、 と言う人がいた。
ロ本人のフローベール研究者十数人に該当部分のフラ ンス語原文を見せて、ちなみに、
ロドルフかエンマか尋ねたところ、 (母数が少ないので統計的に意味のあることだとは恩わ
エンマと答えた人の方が多数だった。 謙遜する女性というのは我々 日本人の目にないが）
I土ごく自然なものに 映るのだろう［ もっとも、原文で読む前に翻訳で読んでいる人も多かつ
ただろうから、
しかし、少；
最初に読んだイメージが刷り込まれていると考えること ()できる。
少数派ながら、これをロ ドルフの言葉として訳してい る翻訳者もいる。 例えば
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新潮文庫の新しい芳川訳は以下のとおりである(表彰式の部分は省略する)。 この翻訳では、
；はロドルフの
ＢＴｓＬ､八
エンマの自称は平仮名で「わたし」と書いて区別しているので、問題の言葉はロドル
ものとして訳されている。山田訳も同様で、中村訳はどちらの言葉とも判別しがたい。
あなたの思い出を携えて行くことにします」｢ですから私は、
[…］
｢でもあなたは私のことなどお忘れになるでしょう、私など影のように通り過ぎただ
けなのでしょう」
[…］
｢ああ！そんなことはない、ですよね、 私だってあなたのお気持ちのなかの、 あなた
の人生のなかの何かになれるでしょうか］ (芳川p266）
この訳によると、「私は忘れないが、しかしあなたの方は忘れるだろう」 と、謙遜してみ
｢あなた」つまりだがすぐに自分で自分の言葉を否定して、せるのはロドルフの方である。
エンマの心の中で「私」ロドルフは、「影のよう」
はなれるだろう、と主張するのである。
に忘れ去られるわけではなく ｢何か」に
フローベールはこの農業共進会の章に多 <の草稿を残しているが、この部分の推敲の過
i勢形を入れて、「しかしあなたは、あなたの方程を見ると、草稿では、「あなた」vousの強
は、私を忘れるでしょう」<<Maisvous,vousmoublierez》》と、ひとつ前の文の「だから私は
…」《《Aussimoi,…,》の強勢形moiと対応して、「私」（ロドルフ）と「あなた」（エンマ）の
対比を強調している。７単なる「しかし」 Maisの代わりに対立を強調する iその一方で」
G-fbl84)。この強勢形のｖｏｕｓ }よ何度か書いたり消したnndisqueを使っている版もある
自筆最終稿からは消えている。I）したのち、
ロドルフとエンマの会話が決定稿にあるよ うな形を取る以前の草稿をたどると、しかし、
という言葉が見られG-fbl62)、その会話
８
蘆
は (会話を区切る)」<《prix(coupantledialoguc)”
ある版では以下のようなものになっている。
｢あなたはもしかするとスペイン系ですか」
｢いいえ、全然。どうしてそんなことをおっしゃるのです」
御髪とかからそう思われます。 I…］なんと豊か｢お御足の反り方とか、胴回りとか、
な髪」とロドルフは言った。「なんとつややかな。［…］ それにあなたの眼の色と同じ
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です。実に素晴らしい」
｢私は青い眼の方が好きです」とエンマは言った。
｢ふん、誰もが青い眼をしている」
｢そｵﾋﾚﾄﾆ〈でも〉空の色です。それにことわざをご存知でしょう。緑は地獄に、黒は
煉獄に。で、私の眼は黒です｡」
｢私の眼も黒ならよかった」
｢なぜ？」
<彼はためらった〉〈彼はためらった〉「どうしてそんなことを聞くのです。少なくと
も私もあなたと一緒に煉獄までは行けるでしょう。〈あなたから離れずにすむからで
す〉一緒に苦しみましょう｡」
｢まあ、ご親切なこと！」彼女は言った。驚いた眼差しには感動の涙が一滴、瞳の笑
いを和らげていた。
表彰式の声が割って入るのは、ロドルフのモノローグではなく二人の「会話」であって、
これらの草稿の中ではエンマは沈黙も拒絶もせずに尋常に応対しているのである。現代の
フランス人の言う、文化的コンテクストからこういう立場の人妻が沈黙か拒絶以外の返答
をすることは考えられない、という主張は鵜呑みにできない。
フランス語原文では、文法上はロドルフの言葉ともエンマの言葉とも解釈することが可
能であり、どちらかに決定しなくてはならないのは、日本語のように女言葉のある言語に
訳す場合に特有の、ある意味では不幸な問題である。英語訳やドイツ語訳の場合は、フラ
ンス語原文のままに、話し手を特定する要素なく訳されている。
英語訳：
“Ａｎｄｌｓｈａｌｌｃａｒｒｙａｗａｙｗｉｔｂｍｅｔｈｅｒｅｍembranceofyou.,，
［…］
‘`ＢｕｔｙｏｕｗｉⅡfOrgetme;Ishallpassawaylikeashadow.”
［…］
“Ｏｈ,no1IshaⅡbesomethinginyourthought,inyourlife,shalllnot7"(Marx-Avelingp､123）
ドイツ語訳：
，,DrumwerdeichdieErinnerunganSiestetsbewahren.`‘
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[…］
,,DochSiewerdenmichvergessen,ichbinnureinHUchtigerSchatten.“
[…］
,,Onein1sagenSie,werdeichetwasseininlhrenGedanke､,inlhremLeben?"(Edl,ｐ」98）
フランス語原文や、英語訳・ドイツ語訳を読む読者は、それぞれ心の中でどちらかに割り
振って読んでいて、それが表面化することはほとんどないだろうから議論にもならないのだ
ろう。日本語の読者ほどではなくても、フランス人読者とまったく同じ文化的背景を共有し
ているというわけではない、英語圏やドイツ語圏の読者がどう考えるのか興味深い。，
文化的背景や草稿を参照しないまでも、「影のように過ぎ去る」《《passercommeuneombre》＞
と「あなたのお心の中の、人生の中のなにがしかになる」《《quelquechosedansvotrepensee，
dansvotrevie》》の対照を考えれば、やはりこれはロドルフの言葉と解釈するのが正しいだろ
う。しかし、フローベールが最初エンマとロドルフの対話として構想し、のちにロドルフ
のモノローグに改稿し、最後の段階で、それがロドルフの言葉であることを示す強勢形の
｢あなたの方は」vousを削除して、意図的であるかどうかはわからないが、エンマの返答
であると解釈しうる可能性を残したとすれば、日本語翻訳者および日本人読者がここにエ
ンマの声を聴くのも、あながち見当違いな滑稽な間違いとは言い切れないのではないだろ
うか。
Ⅱ娘の名前
問題のセリフがロドルフのものであろうとエンマのものであろうと、この部分の解釈の
違いによって全体の印象がそう変わるわけではない。ロドルフの誘惑に対して、エンマは
反論または沈黙によって抵抗しているのである。
だが次の例では、解釈次第で登場人物の印象がかなり変わるのではないだろうか。
農業共進会の場面より前、第２部第３章で、ポヴァリー夫妻がヨンヴイルに引っ越して
間もなく、エンマは赤ん坊を生む。エンマは男の子を望んでいたが、生まれたのは女の子
である。エンマはイタリア風の名前、ロマン主義的な名前を考えるが：
シャルルは自分の母の名をつけたがった。エマは反対した。（生島pl06）
ここには、成人して結婚し、親となっても母親への依存から抜け出せない、俗に言う「マ
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ザコン」の男と、嫁と姑の対立が読み取れる。伊吹・村上・山田・菅野・芳川もだいたい
同じように訳している'0。
フランス語の原文は：
Charlesd6siraitqu，onappeldtl，enfantcommesamere；Ｅｍｍａｓ，yopposait.(pl72）
であり、中村と杉はもう少し原文に近い形で訳している。
シャルルの方はその児を母と同じ名にさせたがったが、それにはエンマが反対した。
(中村ｐ73）
シャルルは子供が自分の母親と同じ名前で呼ばれることを希望した。エンマはそれに
反対した。（杉ｐ４９）
さて問題は、このフランス語原文の所有形容詞saが誰を指すかである。フランス語の
所有形容詞は、英語のhis/herのように所有者の性を表さない。三人称単数のSon/saは所有
者の性ではなく所有物の性を表している（上の例では「母親」m6reが女性なので女性形と
なっている)。だからこれが「彼の」（つまりシャルルの）母親なのか「彼女の」（エンマで
はないことは明らかだから、生まれたばかりの女の子の）母親なのかは文法上判別できな
い。中村・杉は、原文通りどちらとも解釈できるように訳している。この文の周辺には文
脈上どちらかに決定する要素は見当たらない。少し先で、姑のポヴァリー夫人は、レオン
の推薦するマドレーヌという名前に対して､罪の女の名前であると反対している。この「罪
の女」はエンマの将来が予見されていて、やはりここに互いに相手を否定しあっている嫁
姑の対決を見るべきであろうか。
シャルルの推す名前が、自分の大事な母親の名前か、溺愛する妻の名前エンマなのか、
これはフランス人にとっても、どちらの解釈も可能であるらしい。文化的背景という点か
らいえば、２１世紀の現在、娘に母親の名前を付ける習慣はないが、祖母の名をもらうこと
は普通に行われていることだ、という。現代のフランスではそうかもしれないが、しかし
我々は、『椿姫』の著者アレクサンドル・デュマが『三銃士』を書いた父親と同じ名前であ
り、ギュスタヴ・フローベールの兄が父親と同じアシルという名を持ち、妹カロリーヌの
-２３－
外国語外国文化研究第２８号
娘（ギュスタヴの姪）がやはりカロリーヌと呼ばれていることを知っている。エンマ・ボ
ヴァリーの夫シャルルの父の名はシャルル・ドニ・バルトロメ・ポヴァリーである。現代
では失われてしまったかもしれないが、娘に母と同じ名をつけるという習慣が、少なくと
も１９世紀のフランスにあったことは確かである。
所有形容詞の所有者の'性「彼の」と「彼女の」を区別する言語、英語圏やドイツ語圏で
はこの部分をどう訳しているのだろうか。ある英語訳では以下のように訳している。
CharleswantedthechildtobecaⅡedahterhermother;Emmaopposedthis.(p７５）
英語訳者は「彼女の母」《《hermother》》、つまり生まれたばかりの女の子の母親、すなわち
エンマのことと解釈している。ドイツ語も、英語と同様、所有者の性を区別するが、「子供」
Kindは中性名詞で、所有者が中性の所有形容詞は所有者が男性の所有形容詞と同じseiｎな
ので、ドイツ語訳ではシャルル（男`性）の母のことなのか、子供（中性）の母のことなの
か判別できない。どちらとも解釈できるようである。逆に言えば、英語や日本語と違って、
フランス語原文の暖昧さをそのまま訳すことができる。
CharleswUnschtesicb,dasKindm6gesoheiBenwieseineMutter;Emmawardagegen(pl23）
フローベールは、この部分の全部で４稿ある草稿の最初の稿の中で、シャルルの推す名
前をはっきりと書いている。
シャルルは、彼女がその母親と同じくエンマと呼ばれるべきだという意見だったが、
後者はそれを嫌がった。’１
次の稿（2-fbIO6）からは子供の名としてのエンマという固有名詞は書かれないが、母親
であるエンマ自身がそれをいやがる理由（｢<あまりに〉平凡｣）が付け加えられ、この部分
は第３稿目の欄外で、以下のように書かれる。
くしかし後者〉－詣二は、自分の名はあま')に平F仔色俗-つF1妥干と言って、それを望
まなかった。’２
草稿のこの段階では、姑のポヴァリー老夫人はまったく問題にはなっておらず、シャルル
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'よ、少なくともこの場面では母親のことなどは考えず、妻のことしか考えていないのであ
る。
作者の決定稿である出版された小説を、「母思いの息子シャルル」ではなく「(母親をな
いがしろにしてまで）妻を溺愛する夫」という観点から、もう少し広い文脈で読みなおし
てみよう。
確かにシャルルは、試験に失敗した時も開業するときも最初の結婚も母親に任せ、金銭
問題が深刻になったときや、レオンが旅立った後でエンマが鯵状態になったときなど母に
頼っている。’3母親の方も、夫と喧嘩すると息子のところに逃げ込み、先妻のデュビュッ
ク夫人ともエンマともいがみ合っている。’4典型的な母から独立できない息子と子離れで
きない母親の図を読み取ることもできるかもしれない。
だがエンマと出会ったことでシャルルと母親の関係は変化する。ボヴァリー老夫人はも
はや結婚式の采配をふるえず不満をかこっている。’5嫁姑の関係も、彼女自身が選んだ最
初の嫁デュビュック未亡人の時代とはちがうのである
デュビュック夫人の頃は、ボヴァリー老夫人はまだ自分の方が好かれていると感じて
いた。だが今は、シャルルのエンマへの愛は、自分への愛情に対する変節か、自分に
所属するものへの侵害であるかのように思われた。そして彼女は息子の幸せを、悲し
げに黙って眺めていた。まるで破産した人が以前住んでいた家で他人がテーブルにつ
いているのを窓越しにのぞいているかのように。母は息子に、思い出話の形で、自分
の苦労や犠牲を思い出させ、それをエンマのほったらかしようと比べて、嫁ばかりそ
んなにかわいがるのは理不尽だ、と言うのだった。’６
委任状の問題で操めたときもシャルルはエンマの肩を持つが、姑は嫁への委任状を破棄
させ、エンマが発作を起こすので、この時シャルルは「生まれて初めて母に反抗して」妻
を弁護し、母は怒って出ていく。’7エンマの死後も遺品を巡って母と息子のあいだに何度
かいさかいがあり、シャルルは「『彼女」のものだった家具類はどんな小さなものでも絶対
に売却を承諾」せず、母は再び家を飛び出す。’８
エンマと出会って変身した後のシャルルが、二人の「愛の結晶」である娘に最愛の妻の
名を与えたいと願うのはごく自然なことのように思える。
他方シヤルルが提案する名前に対するエンマの拒絶についても読み直してみよう。エン
マは、出産の前には男の子を望んでいた、とある。
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その子は丈夫で黒髪で、ジョルジュという名にしよう。男の子供を持つと考えると、
これまで自分にはできなかったあれこれがこの先報われるような気がした。男なら、
少なくとも自由である。好きなことができるし国々を駆け巡り、障害を乗り越え、手
の届きそうもない幸福もとらえることができる。しかし女はいつも縛られている。無
力で従順で、肌の柔らかさと法の呪縛に邪魔される。女の意志など、かぶっている帽
子にリボンで留められたヴェールのようなもので、風のまにまになびくだけだ。何か
しらの欲求に引っ張られても、いつも世間体が引き留める。’，
エンマはこの時点では、いささか身勝手な、まだ漠然とした不遇感を抱いており、生ま
れる子供に自分のものとは別の人生を期待し、かなわなかった自分の夢を託そうとしてい
る。男の子であれば理想的だが、その夢もかなわず、しかし、たとえ女の子であっても自
分と同じ人生を歩んでほしくはない。だからシャルルの提案するエンマという名前を厭う
のである。一方シャルルにとっては、同じ名が、夫に愛苔れ生活に不自由なく暮らしてい
る幸せな女の代名詞であり、娘にも母と同様の幸せを願うのである。
この命名をめぐる夫婦間の剛鶴は、小説全体を通じて現れる主要なテーマのひとつであ
る。シャルルを視点とする物語は、若く美しい妻を迎えた時点で、まるでおとぎ話の結論
｢そして二人はいつまでも幸せに暮らしました」のように終わる。そこからエンマの倦怠と
不幸の物語が始まるのである。
第２部第５章、レオンの愛に気づきながらも、自虐的に貞淑な妻を装って退けるが、そ
の恨みは夫シャルルに、そして特に妻の幸福を確信している点に向かう。
腹立たしいのはシャルルが、彼女が苦しんでいるということなど、疑ってもみない様
子をしていることだ。自分が彼女を幸せにしていると確信していて、それは彼女に
とってはばかげた侮辱であり、その安心しきった様子は恩知らずに思われた。いった
い誰のために彼女は慎ましく貞淑にしているというのか。彼こそが、すべての幸福へ
の障害物で、すべての不幸の原因ではないか。まるで四方八方から彼女を締め付けて
いる錯綜した革帯の留め金のような。２゜
シャルルの方はその後も、エンマがロドルフやパリから戻ってきたレオンと関係し、いつ
ときの幸せを味わった後にさらに深い絶望に陥ったことにも気づかず、エンマがついに服
毒するまで、彼女が幸福であると信じている。以下が夫婦間のほとんど最後の会話となる。
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｢お前、幸せじゃなかったのか？おれのせいなのか？でも、おれはできることはなん
でもしたんだよ」
｢そうね…そのとおりね…あなたはいい人よ｡」２’
娘の命名の場面は、小説の第２部、ポヴァリー夫妻がヨンヴィルに引っ越し、物語が新
しい舞台に移ってすぐのエピソードである。第２部第１の宿屋の場面に続いて人物紹介的
な性格を持つ挿話で、主要登場人物がそれぞれの子供の命名法を通じて、いわば自前の幸
福論を提示している。エンマは自分のあこがれを表す名前（イタリアやロマン主義）を考
え、若いレオンは流行の名を好み、堅物のうるさいお姑さんは罪ぴとの名を厭う。名誉を
夢見る薬剤師オメーは自分の子供たちに偉人の名をつける。
エンマは結局、ヴォービエサールの舞踏会で見かけた令嬢のひとりにちなんで、娘をベ
ルトと名付ける。娘は出自に似合わない貴族的な名前を負わされるのである。自分の現状
に決して満足せず、絶えず身の丈に合わない幸せを恋焦がれる妻と、そういうあこがれを
まったく理解せず、おのれのささやかな幸せに満ち足りて、妻もまた同じであると確信し
てかえってエンマを苦しめる、善良で単純な男。ありきたりの嫁と姑の対立や、小説の初
めの部分に現れる母親から独立できない男のイメージよりも、この命名の場面には小説全
体に関わるエンマとシャルルの関係の縮図を読み取る方がよいのではないだろうか。
おわりに
優れた文学作品は多様な解釈を許容する。複数の解釈の可能性は、（意識的なものではな
くても）それも作家の選択である。フローベールの草稿を読んでいると、説明的な部分を
徹底的に削除して文を単純化し、あえて解釈の多様性を残して出版したように思われる部
分も少なくない。読者はそれぞれの経験や文化的背景を基に、それぞれの解釈をし、どん
な読み方をしようと、結局のところは読者の自由である。作者が決定稿として採用しなかっ
た部分を掘り返して、「この読み方が正しい」などと押し付けるのは論外であろう。
翻訳で読む場合は、読者は翻訳者の解釈というフィルターを通じて読むことになる。完
壁に忠実な翻訳というものは現実には不可能で、翻訳者も言語の制約や文化的背景に囚わ
れたひとつの解釈を読者に提示する。読者はそれを承知の上で読んでいるはずである。し
かし、上に挙げた二つの例のように、複数の翻訳者が一致して、多様な解釈の可能性のう
ちのひとつを選択している場合（恐らく、逵巡して先行の翻訳を参照し継承するのだろう）、
日本人読者は長年『ポヴァリー夫人』について、選択の余地なく、ロドルフの誘惑に対し
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て謙遜（あるいは一種の媚態）で答えるエンマ、「マザコン」のシャルル、といった我が国
固有のイメージを抱いてきた。
命名の場面のドイツ語訳や杉訳・中村訳のように、原文の暖昧さをそのまま尊重して翻
訳できる場合はそれに越したことはないが、同場面の英訳や共進会場面の日本語訳のよう
に、翻訳言語の』性質上、どちらかに決定しなければ訳せない場合、翻訳者としては、あえ
て先行の訳とは別の可能性を提案してみるのもひとつの見識であろう。また、草稿を見て
作者の最初の意図がわかるのであれば、そして特にフローベールのように草稿資料の整理
が進んでいてインターネットで手軽にオリジナル原稿の写真や転記が閲覧できる場合は、
作者の初めの意図を確認する労をとってもよいのではないだろうか。
註
《《CommenttraduireenjaponaislesstylesindirectetindirectlibredeMjdtJ碗eBovar〕ﾉ》》Ｆ/α"6ellrRewleclj/i91Jee／
96"61ｊ９"e,juin2011,((Flaubertetlatraduction》》,ITEM,https://Haubert・revuesDrg/1541
《<HistoiredelatraductiondesoeuvresdeF1aubertauJapon》),TomokoMlHARA,CentreFlaubertCEDEdLhttp://
Haubert・univ-rouenfr/etranger/japonphp
引用するときは翻訳者の苗字とページ数のみ記す。敬称は略させていただきます。翻訳者名のないとき
は拙訳。カッコ［…］内は初版の年。フランス語やドイツ語の解釈について、GillesDelmaire,Georges
Conreur,Lydia清田，RandolfGramlicb諸氏に貴重なご教示をいただきました。
GustaveFIaubert,ＭＪ巾加ｅＢｏｖａび,pr6flace,notesetdossiersparJacquesNee侭,<《LeLivredepocheclassique》》，
1999,pp248-249以下「ボヴアリー夫人」のフランス語原文はページ数のみ記す。下線は筆者による。
以下同様。
｢でもいまにお忘れになりますわ。私なんか影のように過ぎ去ってしまいますわ｡」（伊吹上pl84)、「で
もあたしのことなどお忘れになりますわ。あたしなんか影のように消えてしまいますわ」（村上pl97)、
｢でもあなたは私をお忘れになりますわ。私なんか影のように過ぎてしまいましょう。」（杉Ｐ81)、「で
もあたくしのことなどお忘れになりますわよ、あたくしなど影のように通り過ぎてしまうでしょうに」
(菅野Ｐ136）
｢けれどもあなたはわたしをお忘れになるでせう、わたしは影のように消えてしまふでせう｡」（中村
pl26)、「でもあなたは私のことなど忘れてしまわれるでしょう、私などはふと通り過ぎた影のような
ものでしょう」（山田ｐ235）
LoYcWindel氏の指摘による。３－fbsl84,178,180。「ボヴァリー夫人」の草稿は、ルーアン大学のサイト
《<EditiondesmanuscritsdeMmJmeBovα〃deF1aubert／Transcriptions／CIassementg6n6tique》》http://www・
bovaryh/を参照した。以下、引用するときは６巻まである巻数とフオリオ番号を記す。フランス語原
文も日本語訳も、加筆部分はく…〉で、削除部分は消し線で表す。
3-fbsl68v,194Ｖ・表彰式の部分は省略し、話し手が交代する箇所では省略記号［…］も省く。
この部分の周辺数ページのみ読んでいただいたGramlich氏はロドルフの言葉と解釈した。
｢シャルルは自分の母親の名前をもらってつけたがった。エンマは反対であった｡」（伊吹上Ｐ109)、
｢シャルルは自分の母の名をつけたがった。エンマはそれに反対した｡」（村上pll5)、「シヤルルは自分
の母親の名前をつけたがったが、エンマは反対した｡」（山田Pl39)、「シャルルは自分の母親と同じ名
２
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をつけることを望んだ。エンマはそれに反対した｡」（菅野ｐ86)、「シヤルルは自分の母親と同じ名前を
つけたかったが、エンマはこれに反対した｡」（芳川pl58）
１１《《Charles6taitprqu，ｏｎｌ，appcldt＜prqu，cllclrjtappel6e＞Ｅｍｍａｃｏｍｍｅｓａｍｅｒｅ,maiscelle-ciled6testait.》》（２，
fioI05）ちなみにこの草稿では、この部分の前に「ポヴァリーの母親も、若かりし頃には少しは詩心も
あってギターを習ったりもしたので、子供をくクレマンス、イゾール〉オランプと呼ぶという意見だっ
た」という文がある。
１２《(＜Maiscelle-ci＞Ｅｍｍａｎ，ｅｎｖｏｕｌＯｌｐａｓｄｅｓｏｎｎｏｍｑｕ､elletrouvaitlTop亡ｏｍｍｔｍ,両}gaife))(2,fiol98v）
１３第２部第７章ｐ219；第３部第６章pp408-410第３部第ＩＩ章ｐ４９７．
１４第１部第２章p77、第２部第１２章ｐ３０２、第３部１４章ｐ３３２ｏ
Ｉ５第１部第４章ｐ90.
16《《ＤｕｔｅｍｐｓｄｅｍａｄａｍｅＤｕｂｕｃ，Iavieille化ｍｍｅｓｅｓｅｎｔａｉｔｅｎｃｏｒｅｌａｐｒ６民ree；mais，apr6sent，Ｉ，ａｍｏｕｒｄｅ
ＣｈａｒｌｅｓｐｏｕｒＥｍｍａｌｕｉｓｅｍｂｌaitunedesertiondesatendresse，ｕｎｅｎｖａｈｉｓｓｅｍｅｎｔｓｕｒｃｅｑｕｉｌｕｉａｐｐａrtenait；ｅｔ
ｅｌｌｅｏｂｓｅｒｖａｉｔｌｅｂｏｎｈｅｕｒｄｅｓｏｎｈlsavecunsilencetrisに，ｃｏｍｍｅｑｕｅｌｑｕ，ｕｎｄｅｒｕｉｎ６ｑｕｉｒｅｇａｒｄｅ，dtraversles
carreaux,desgensattabl6sdanssonanciennemaison・E11eluirappelait,enmanieredesouvenirs,sespeinesetses
sacrifices，ｅt，Iescomparantauxn6gligencesd，Ｅｍｍａ,concluaitqu，ｉｌｎ，etaitpointraisonnabledel，adorerd，une
lla9onsiexclusive.》)(p」０９）
１７第３部第６章p408-411o
I8《《[…]carjamaisilnevoulutconscntiralaisservendrelemoindredesmeublesqui/【ｲﾉavaientappartenuSam6re
enfiltexasp6r6eJ1s，indignaplusfbrtqu，ellejlavaitchang6toutAmait・El1eabandonnalamaison》》(p､491）
１９《《[…］ilseraitfbrtetbrun,ellel，appelleraitOeorges；etcetteid6ed，avoirpourenftmtunmdle6tai[commela
revancheenespoirdetollにssesimpuissancespass6es・Ｕｎｈｏｍｍｅ，aumoins，ｅｓｔｌｉｂｒｅ；ilpeutparcourirles
passionsetlespays,traverserlcsobstacles,mordreauxbonbellrslesplllslointains・Maisunefiemmeestemp6cb6e
continueⅡement・Incrtectl1cxiblcAlalbis，ｅｌｌｅａｃｏｎｔｒｅｅｌｌｃｌｅｓｍｏⅡessesdelachairaveclesd6pendancｅｓｄｅ
ｌａｌｏｉ、Savolont6,ｃｏｍｍｃｌａｖｏｉｌｅｄｅｓｏｎｃｈａｐｅａｕｒｅｔｅｎｕparuncordon，palpiteAtouslesvents；ilyatolUours
quclqued6sirquicntralne,quclqueconvenanccquiretient.》》(ｐ」７２）
２０《《Ｃｅｑｕｉｌ，exasp6rait,ｃ，estqueCharlesn，avaitpasl，airdesedouterdesonsupplice､LaconvictionoUil6taitdela
rcndreheureuscluisemblaituneinsulteimb6cile,etsas6curit61d-dessusdel，ingratitudePourquidoncetait-elle
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